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 第 4 章では、中国市場が競争的であることをインド市場との国際比較から示
す。中印電機・電子産業の異同を詳細に比較するため、本論では、ケース・ス
タディとして定性的に分析する。具体的には、両国の代表的な製品であるテレ
ビを取り上げ、その市場構造を比較する。両国の電機・電子産業は、1980 年代
初めに部分的な経済自由化が始まったころまで、似通った歴史的背景を持って
いた。しかし、現在では、中国の同産業がリーディング産業になったが、イン
ドのそれは当初期待されたほどには発展しなかった。その一因に競争の性質の
違いがある。中国では同質的な地場企業による競争が展開されたため、圧倒的
な市場シェアを有する企業が生まれなかったが、インドでは少数の有力企業に
よる寡占的な状況が生まれたため、1990 年代末まで上位企業の顔ぶれは固定化
した。その結果、中国では地場企業に共通する競争力が構築されたが、インド
では市場の自由化とともに外資企業に市場を侵食された。 
このように、中国企業は技術格差に直面しながらも、企業の境界を先進国企
業のそれとは異なるものにすることで、技術上の劣位性を地場企業としての優
位性で相殺しながら成長を実現してきた。国や産業、時代によって相殺の方法
は様々かもしれないが、発展途上国とその企業はグローバル化の下、多様な成
長パターンを歩む可能性がある。 
